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る
い
は
知
覚
さ
れ
た
各
人
の
個
的
な
自
我
で
は
な
く
、

学
は
事
実
が
事
行
を
根
拠
と
す
る
こ
と
を
証
明
し
て
き
た
」
。

「
産
出
は
産
出
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
高
次
で
あ
る
」
。
「
ま
さ

知
識
学
の
演
繹
の
先
端
に
置
か
れ
た
自
我
は
、

象
と
し
て
知
を
位
置
づ
け
る
。
絶
対
我
か
ら
絶
対
者
へ
の
こ
の
移
行
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
移
行
期
へ
の
一
考
察

知
の
根
拠
を
純
粋
自
己
意
識
に
お
け
る
主
観
と
客
観
の
同
一
性
に
求
め
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、

を
自
己
の
限
界
で
あ
る
と
同
時
に
根
拠
と
す
る
絶
対
知
の
立
場
へ
と
移
行
し
、

一
八

0
四
年
に
は
、
そ
の
絶
対
的
存
在
の
像
あ
る
い
は
現

(

1

)

 

一
八

0
四
年
の
知
識
学
講
義
で
は
次
の
様
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
諸
体
系
の
第
一
の
誤
謬
は
事
実
か
ら
出
発
し
、
事
実
の
う
ち
に
絶
対
者
を
置
く
こ
と
で
あ
る
」
。
そ
れ
に
対
し
、
「
知
識

「
事
行
」
と
い
う
根
源
的
な
次
元
か
ら
「
産
み
出
さ
れ
た

(
e
r
z
e
u
g
t
)
」
自
我
で

あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
知
識
学
は
他
の
観
念
論
を
凌
駕
し
て
い
る
が
、

に
自
我
の
こ
の
産
出
及
び
こ
れ
と
共
に
全
意
識
の
産
出
が
、
今
や
我
々
の
課
題
で
あ
る
」
。

こ
の
様
な
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
惟
の
展
開
に
対
し
、
隅
元
忠
敬
氏
は
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
の
前
期
と
後
期
に
変
説
を
見
る
解
釈
と
、

一
貫
し
た
展

開
を
主
張
す
る
立
場
と
の
詳
細
な
考
察
を
通
し
て
、
両
者
の
見
解
の
一
致
が
「
知
識
学
の
根
源
に
深
く
絶
対
者
を
見
つ
め
て
、
こ
れ
を
究

(

2

)

 

極
原
理
と
な
し
、
こ
れ
へ
の
深
ま
り
が
知
識
学
の
展
開
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
す
る
観
点
」
に
見
出
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
峰

顕
氏
は
「
知
識
学
の
発
展
の
各
時
期
は
知
が
そ
れ
自
身
の
根
拠
か
ら
生
成
す
る
相
を
透
視
せ
ん
と
す
る
超
越
論
的
導
来
の
仕
方
そ
の
も
の

山

口

事
実
的
な
見
出
さ
れ
た
あ

一
八

0
一
年
、
絶
対
者

和

子



78 

が
次
第
に
深
層
的
に
な
っ
て
ゆ
く
形
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
フ
ィ
ヒ
テ
の
前
期
と
後
期
は
、
知
の
究
極
的
な
原
理
を

一
七
九
四
年
の
絶
対
我
及
び
一
七
九
七
年
の
知

的
直
観
と
し
て
の
自
我
は
、
自
己
自
身
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
自
己
自
身
を
自
己
自
身
に
よ
っ
て
産
み
出
す
自
立
的
な
能
動
性
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
自
我
が
「
事
行
」
と
み
な
さ
れ
、
自
我
の
措
定
に
先
立
つ
一
切
の
存
在
が
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
何

(

4

)

 

故
に
、
自
我
を
一
切
の
意
識
の
根
拠
と
み
な
し
、
哲
学
の
「
立
脚
点
」
と
考
え
た
フ
ィ
ヒ
テ
が
、
自
我
の
さ
ら
な
る
絶
対
的
根
拠
へ
の
糊

源
を
必
要
と
し
た
の
か
。
こ
の
点
を
、
移
行
期
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

命
』
は
新
し
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
自
我
に
実
在
性
の
根
拠
を
帰
し
て
い
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、

(
6
)
 

一
切
の
実
在
性
の
根
拠
と
し
て
、
有
限
な
人
間
理
性
を
超
え
た
「
無
限
な
る
意
志
」
を
置
き
、
知
は
「
あ
ら
ゆ
る
実
在
性
、
意
味
、
目
的

を
持
た
な
い
像
の
体
系
」
で
あ
り
、
真
の
実
在
性
を
と
ら
え
る
オ
ル
ガ
ン
は
「
信
仰
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
知
を
通
し
て
我
々
は
対
象
が
対
象
の
意
識
に
外
な
ら
ず
、
対
象
の
意
識
は
自
己
の
状
態
の
意
識
に
の
み
基
づ
く

(
9
)
 

こ
と
を
知
る
。
知
は
外
的
対
象
が
「
意
識
の
表
象
能
力
の
所
産
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
界
を
意
識
か
ら
独
立
し
た
、

あ
る
い
は
意
識
を
制
約
す
る
存
在
と
み
な
す
独
断
論
の
迷
妄
を
打
ち
砕
き
は
す
る
が
、
対
象
の
表
象
を
産
み
出
す
意
識
の
実
在
性
、
自
我

の
実
在
性
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
意
識
か
ら
独
立
し
た
外
界
の
実
在
に
懐
疑
を
向
け
う
る
知
に
と
り
、
対
象
意
識
を
可
能
に
す

(10) 

る
自
己
意
識
の
同
一
性
、
人
格
性
も
ま
た
単
な
る
思
惟
の
所
産
で
あ
り
、
外
的
対
象
と
同
様
に
「
仮
構
(
E
r
d
i
c
h
t
u
n
g
)
」
と
化
す
。
か
く

(
5
)
 

ク
ロ
ー
ナ
ー
及
び
ヴ
ン
ト
の
指
摘
す
る
様
に
、
無
神
論
論
争
を
経
て
、

『
人
間
の
使
命
』
に
お
い
て
、

一
七
九
九
年
十
一
月
半
ば
頃
に
書
き
終
え
ら
れ
た
『
人
間
の
使

日

知

と

信

仰

求
め
る
姿
勢
に
お
い
て
、

一
貫
し
た
展
開
を
な
し
て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
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け
、
実
践
理
性
と
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
次
の
様
に
言
う
。

基
づ
く
新
た
な
側
面
と
を
持
つ
。
即
ち
、

と
こ
ろ
で
、

へ
の
我
々
の
信
仰
の
根
拠
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
知
に
対
す
る
信
仰
の
優
位
に
関
し
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

(
1
4
)
 

自
我
か
ら
独
立
し
た
物
の
存
在
を
前
提
す
る
独
断
論
の
体
系
は
「
自
我
の
自
由
と
自
立
性
の
要
請
か
ら
の
み
反
駁
さ
れ
う
る
」
（
『
第
一

序
文
』
）
。

「
自
由
の
意
識
は
観
念
論
の
も
と
で
は
第
一
の
直
接
的
な
原
理
で
あ
る
。

(15) 

あ
る
い
は
自
己
の
能
動
性
へ
の
信
仰
に
基
づ
く
」

し
か
し
こ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る
信
仰
は
、
自
我
の
自
由
あ
る
い
ほ
道
徳
性
へ
の
信
仰
で
あ
り
、
実
践
理
性
と
の
結
び
つ
き
の
も
と
で

理
性
に
対
す
る
実
践
理
性
の
優
位
を
受
け
つ
い
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(17) 

ク
ロ
ー
ナ
ー
の
指
摘
す
る
様
に
、

そ
れ
に
対
し
、

一
七
九
四
年
の
知
識
学
に
み
ら
れ
る
理
論

『
人
間
の
使
命
』
の
信
仰
は
実
践
理
性
に
基
づ
く
道
徳
的
側
面
と
、
宗
教
的
確
信
に

フ
ィ
ヒ
テ
は
一
方
で
は
信
仰
を
、
目
的
を
投
企
す
る
自
己
能
動
性
、
良
心
、
善
意
志
と
結
び
つ

考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
か
ぎ
り
、

『
人
間
の
使
命
』
以
前
の
知
に
対
す
る
信
仰
の
優
位
は
、

的
世
界
統
治
へ
の
我
々
の
信
仰
の
根
拠
に
つ
い
て
』
）
。 （

『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』
）
。

『
神
的
世
界
統
治

〔
…
…
〕
観
念
論
の
体
系
は
自
己
自
身
の
信
仰
に
、

(16) 

「
一
切
の
確
信
の
要
素
は
信
仰
で
あ
る
」

（『神

度
の
冬
学
期
に
行
わ
れ
た
講
義
『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』
、

無
神
論
論
争
の
引
き
金
と
な
っ
た
一
七
九
八
年
の

フ
ィ
ヒ
テ
は
『
人
問
の
使
命
』
以
前
に
も
一
七
九
七
年
の

『
知
識
学
へ
の
第
一
序
文
』
、

一
七
九
七
年
か
ら
九
九
年
の

こ
の
様
な
知
の
無
際
限
な
懐
疑
に
静
止
点
を
与
え
る
の
が
信
仰
で
あ
る
。

(
1
2
)
 

な
る
欺
職
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
を
、
確
信
へ
と
、
確
実
性
へ
と
高
め
る
」
。

(13) 

我
々
が
何
も
知
り
え
な
い
と
い
う
認
識
へ
と
導
く
」
。

そ
れ
故
信
仰
に
基
づ
か
な
い
「
単
な
る
純
粋
な
知
は

し
て
知
は
虚
無
の
上
に
漂
よ
う
。

(11) 

の
か
」
。

「
信
仰
が
知
に
賛
同
を
与
え
、

信
仰
な
し
に
は
、
単

「
私
は
実
際
に
思
惟
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
思
惟
し
て
い
る
と
思
惟
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
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「
我
々
の
外
に
存
在
す
る
実
在
性
の
一
切
の
意
識
を
基
礎
づ
け
る
の
は
、
我
々
の
自
由
、
力
、
我
々
の
現
実
的
行
為
及
び
、
人
間
の
行

ら
現
実
的
世
界
の
意
識
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
逆
に
世
界
の
意
識
か
ら
行
為
の
欲
求
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
。

(18) 

切
の
理
性
の
根
源
で
あ
る
」
。

こ
の
様
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
実
践
理
性
の
優
位
を
標
榜
し
つ
つ
も
、

（逍

(20)

志
」
あ
る
い
は
「
無
限
な
理
性
」
を
考
え
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
有
限
な
人
問
理
性
の
感
情
、
感
性
的
直
観
及
び
そ
れ
ら
に
基
づ
く
感
性
的
世

「
無
限
な
意

界
の
一
致
及
び
存
続
の
根
拠
を
、
永
遠
な
る
意
志
で
あ
る
「
一
者
」
に
求
め
、

(21) 

で
あ
り
、
彼
の
理
性
及
び
彼
の
誠
実
さ
へ
の
信
仰
で
あ
る
」
と
言
う
。
我
々
の
心
性
に
お
い
て
こ
の
世
界
を
保
持
し
、
我
々
の
現
存

E
x
i
,
 

s
t
e
n
z
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
無
限
な
る
意
志
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
理
性
の
み
が
存
在
す
る
。

有
限
な
る
理
性
は
無
限
な
る
理
性
の
う
ち
に
、
無
限
な
る
理
性
に
よ
っ
て
存
在
す
る
」
。
さ
ら
に
フ
ィ
ヒ
テ
は
続
け
る
。
「
汝
、
理
解
し
え

ぬ
も
の
に
お
い
て
、
私
は
私
自
身
に
理
解
し
う
る
も
の
と
な
り
、
私
の
存
在
の
全
て
の
謎
は
解
か
れ
、
最
も
完
全
な
調
和
が
私
の
精
神
の

(23) 

う
ち
に
生
じ
る
」
。
こ
の
無
限
な
る
意
志

(Er)
は
「
良
心
の
声
」
を
通
し
て
我
々
に
語
り
か
け
、
良
心
の
声
は
「
私
の
言
葉
に
翻
訳
さ

(24) 

れ
た
、
永
遠
な
世
界
か
ら
の
神
託
」
で
あ
る
。
ヴ
ン
ト
は
こ
の
無
限
な
る
意
志
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
に
初
め
て
現
れ
た
「
絶
対
的
根
拠
と

(25) 

し
て
の
神
的
実
在
性
」
を
み
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
神
的
存
在
を
意
志
的
存
在
と
み
な
し
、
そ
の
無
限
な
る
意
志
を
有
限
な
人
間
理
性
と
同
質

の
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
教
的
思
惟
は
な
お
も
道
徳
的
欲
求
に
支
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
道
徳
性
そ

の
も
の
が
神
的
存
在
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
我
々
は
こ
こ
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
惟
の
新
た
な
展
開
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
人
問
の
使
命
』
が
真
の
実
在
性
を
と
ら
え
る
オ
ル
ガ
ン
と
み
な
す
信
仰
は
、
人
問
理
性
の
自
由
、
道
徳
性
へ
の
単
な
る
確
信
で
は
な

為
の
特
定
の
法
則
へ
の
必
然
的
な
信
仰
で
あ
る
。

他
方
で
、

無
限
な
る
理
性
は
そ
れ
自
身
で
存
在
し
、

「
こ
の
一
致
へ
の
信
仰
は
〔
…
…
〕
本
来
、
彼
へ
の
信
仰

実
践
理
性
が
そ
の
下
で
の
み
可
能
と
な
る

〔
…
…
〕
実
践
理
性
は

〔
…
…
〕
現
実
に
存
在
す
る
世
界
は
行
為
の
領
域
で
あ
る
。

〔
…
…
〕
行
為
の
欲
求
か
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て
意
志
は
地
上
の
世
界
に
で
は
な
く
永
遠
な
る
精
神
的
世
界
に
の
み
属
す
る
。

(
3
8
)
 

超
感
性
的
世
界
の
構
成
要
素
で
あ
る
」
。

「
私
は
理
性
法
則
に
服
従
す
る
決
意
を
す
る
や
い
な
や
不
死
、

徳
か
ら
全
く
独
立
し
て
、
そ
の
固
有
の
法
則
に
従
っ
て
〔
…
…
〕

フ
ィ
ヒ
テ
は
言
う
。

不
変
、
永
遠
で
あ
る
」
。

「
私
の

「
私
の
意
志
は
す
で
に
そ
れ
自
体
で

界
に
お
け
る
英
知
的
世
界
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
人
間
の
使
命
』
で
は
、
精
神
的
世
界
と
地
上
的
世
界

(
3
4
)

（

35) 

は
峻
別
さ
れ
、
意
志
は
地
上
の
世
界
に
お
い
て
は
「
何
も
実
を
結
ば
な
い
」
と
み
な
さ
れ
る
。
「
世
界
的
最
善
は
一
切
の
人
間
の
徳
や
悪

(36) 

発
生
し
栄
え
る
か
に
み
え
る
」
。

永
遠
な
る
世
界
は
地
上
的
世
界
の
否

(37) 

定
に
お
い
て
成
立
し
、
「
地
上
的
な
も
の
の
断
念
に
よ
っ
て
初
め
て
、
永
遠
な
る
も
の
へ
の
信
仰
が
我
々
の
魂
の
う
ち
に
現
れ
る
」
。
そ
し

『
神
的
な
世
界
統
治
へ
の
我
々
の
信
仰
の
根
拠
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
も
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
道
徳
性
あ
る
い
は
意
志
を
介
し
た
、
感
性
的
世

し
た
作
用
的
な
道
徳
的
秩
序
が
神
そ
の
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
い
か
な
る
他
の
神
も
必
要
と
し
な
い
し
、

と
は
で
き
な
い
。
あ
の
道
徳
的
秩
序
を
超
え
出
て
、
甚
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
か
ら
根
拠
へ
の
推
論
を
介
し
て
、
そ
の
原
因
と
し
て
の
特
別

函

）

（

29
）

な
存
在
を
仮
定
す
る
根
拠
は
理
性
の
う
ち
に
は
存
さ
な
し
」
。
世
界
は
「
我
々
に
固
有
の
内
的
行
為
の
感
性
化
さ
れ
た
現
わ
れ

A
n
s
i
c
h
t
」

(30) 

で
あ
り
、
「
我
々
の
義
務
の
感
性
化
さ
れ
た
質
料
」
で
あ
る
。
神
的
秩
序
は
そ
の
現
実
の
世
界
の
う
ち
に
脈
打
つ
。
『
新
し
い
方
法
に
よ

(31) 

る
知
識
学
』
で
は
、
意
志
は
「
英
知
的
世
界
の
確
固
と
し
た
基
体
」
と
み
な
さ
れ
、
英
知
的
世
界
に
真
の
実
在
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

(32) 

こ
で
も
現
象
の
世
界
と
英
知
的
世
界
と
の
結
合
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
言
う
。
「
現
象
の
世
界
は
英
知
的
世
界
の
上
に
構
築

(33) 

さ
れ
、
英
知
的
世
界
は
自
我
に
基
づ
＜
o

|
ー
＇
そ
し
て
自
我
は
自
己
自
身
に
基
づ
く
」
。
『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』
に
お
い
て
も
、

い
か
な
る
他
の
神
も
捉
え
る
こ

く
、
人
間
理
性
を
超
え
た
無
限
な
る
意
志
に
由
来
す
る
、
超
感
性
的
世
界
へ
の
信
仰
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
神
的
な
世
界
統
治
へ
の
我
々

の
信
仰
の
根
拠
に
つ
い
て
』
の
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
神
へ
の
信
仰
を
我
々
の
う
ち
な
る
自
由
へ
の
確
信
ま
た
は
道
徳
性
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
、

(27) 

道
徳
的
使
命
の
「
表
示

(
Oち
e
n
b
a
r
u
n
g
)
」
で
あ
る
、
感
性
界
に
お
け
る
道
徳
的
秩
序
が
神
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

「
あ
の
生
き
生
き
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で、

フ
ィ
ヒ
テ
が
示
し
て
い
る
様
に
、

『
人
問
の
使
命
』
の
知
は
対
象
的
認
識
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
『
人
間
の
使
命
』
に
み
ら
れ
る
神
的
実
在
性
と
知
の
関
係
は
、

で、

『
人
間

一
八

0
0年
十
二
月

そ
れ 「模

(39)

（

40) 

意
志
は
〔
…
…
〕
真
な
る
生
及
び
永
遠
性
の
源
泉
で
あ
る
」
。
善
へ
の
意
志
に
お
い
て
「
私
は
確
実
性
と
超
感
性
的
世
界
を
所
有
す
る
」
。

無
神
論
論
争
以
前
の
道
徳
的
立
場
か
ら
『
人
問
の
使
命
』
に
み
ら
れ
る
以
上
の
様
な
宗
教
的
傾
向
へ
の
変
化
に
は
、
無
神
論
論
争
の
フ

ィ
ヒ
テ
に
及
ぽ
し
た
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

フ
ィ
ヒ
テ
自
身
、

一
七
九
九
年
十
一
月
五
日
の
妻
へ
の
手
紙
の
中

「
私
は
私
の
現
在
の
こ
の
著
作
を
仕
上
げ
る
に
際
し
、
以
前
よ
り
も
深
く
宗
教
を
見
透
し
た
。

〔
…
…
〕
私
は
こ
の
運
命
的
な
戦
い

(
4
1
)
 

〔
無
神
論
論
争
〕
及
び
そ
の
悪
い
結
末
な
し
に
は
、
決
し
て
こ
の
様
な
明
晰
な
洞
察
に
は
到
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
信
じ
る
」
と
述
べ

故
無
限
な
る
意
志
は
「
い
か
な
る
名
も
名
づ
け
え
ぬ
、

て
い
る
。
宗
教
的
信
仰
の
み
が
捉
え
う
る
無
限
な
る
神
的
存
在
を
前
に
し
て
は
、
概
念
的
認
識
を
本
質
と
す
る
知
は
無
力
で
あ
り
、

(42)

（

43) 

像
」
に
す
ぎ
な
い
。
「
私
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
私
が
た
だ
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
有
限
な
も
の
と
な
る
」
。

(44) 

ま
た
い
か
な
る
概
念
も
捉
え
え
ぬ
崇
高
な
生
け
る
意
志
」
で
あ
る
。

二
十
七
日
の
シ
ェ
リ
ン
グ
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、

一
八

0
一
年
の
絶
対
的
存
在
と
絶
対
知
の
関
係
を
予
想
さ
せ
る
が
、

(45) 

「
知
の
自
己
知
」
、
「
知
の
知
」
と
し
て
の
絶
対
知
か
ら
は
程
遠
く
、

む
し
ろ
知
の
存
立
基
盤
で
あ
る
「
主
観

lI客
観
」
と
し
て
の
自
己
意
識
を
失
っ
た
知
が
信
仰
と
対
置
さ
れ
て
い
る
。

『
人
間
の
使
命
』
は
信
仰
の
う
ち
で
で
は
あ
る
が

(47) 

英
知
的
世
界
を
問
題
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
先
験
哲
学
の
原
理
の
拡
大
に
つ
い
て
の
「
非
常
に
明
白
な
暗
示
」
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
点

『
人
間
の
使
命
』
は
後
期
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
へ
の
展
開
に
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

の
使
命
』
に
お
け
る
知
の
概
念
及
び
そ
の
限
界
づ
け
の
背
景
に
は
、
無
神
論
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
フ
ィ
ヒ
テ
の
、
無
神
論
者
と
し
て
の

非
難
を
斥
け
ん
と
す
る
意
図
及
び
、
当
時
フ
ィ
ヒ
テ
が
強
い
感
化
を
受
け
て
い
た
ヤ
コ
ー
ビ
の
影
響
が
存
し
て
い
る
。
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ヤ
コ
ー
ビ
と
フ
ィ
ヒ
テ

フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
は
知
の
根
拠
を
、
主
観
と
客
観
の
同
一
性
で
あ
る
純
粋
自
己
意
識
に
求
め
、
純
粋
自
己
意
識
か
ら
意
識
の
現
実
的

内
容
を
導
出
せ
ん
と
す
る
。

か
か
る
立
場
に
お
い
て
は
、
非
我
は
意
識
が
自
我
の
概
念
を
確
立
す
る
際
の
副
次
的
所
産
に
す
ぎ
ず
、
ま
た

(
4
8
)
 

一
切
の
意
識
は
自
己
意
識
に
伴
わ
れ
、
且
つ
そ
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
故
に
、
非
我
は
「
自
我
の
他
の
観
点
」
に
す
ぎ
な
い
。
『
新
し
い
方
法

（
現
実
的
）
自
己
意
識
は
自
我
の
能
動
性
の
意
識
で
あ
り
、
能
動
性
の
意
識
は
静
止
の
状
態
の
反
立
を
介

（
⑲
）
 

し
て
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
「
静
止
か
ら
能
動
性
へ
の
移
行

(
U
b
e
r
g
a
n
g
v
o
n
 d
e
r
 R
u
h
e
 z
u
r
 T
a
t
i
g
k
e
1
t
)
」
、
あ
る
い
は
静
止
の
状

態
と
は
意
識
が
自
覚
的
に
働
い
て
い
な
い
無
限
定
な
状
態
で
あ
る
故
、
「
無
限
定
な
も
の
か
ら
限
定
さ
れ
た
も
の
へ
の
移
行

(
U
b
e
r
g
e
,
 

(50)

（

51) 

h
e
n
 v
o
n
 d
e
m
 U
 nb
e
s
t
i
m
m
t
e
n
 
z
u
 d
e
m
 B
e
s
t
i
m
m
t
e
n
)
」
、
即
ち
「
自
己
限
定
」
に
よ
っ
て
自
己
意
識
は
可
能
と
な
る
。
意
識
が

(52) 

自
己
自
身
へ
と
「
注
目
し

(
b
e
a
b
s
i
c
h
t
e
n
)
」
、
自
己
を
限
定
し
、
無
限
定
な
意
識
が
限
定
さ
れ
た
意
識
（
自
我
）
に
反
立
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
非
我
の
概
念
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
言
う
。

す
な
わ
ち
客
観
と
し
て
考
え
ら
れ
た
自
我
が
非
我
を
与
え
る
。
自
我
が
静
止
か
ら
自
己
を
引
き
離
し
、
能
動
性
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
よ

〔
•
…
•
•
〕
自
我
が
静
止
へ
と
移
行
す
る
と
し
て
思
惟
さ
れ
る
な
ら
、
自
我
は
非
我
で
あ
る
。

論
に
お
い
て
非
我
は
偶
有
性
に
す
ぎ
な
い
。

(53) 

別
な
仕
方
に
す
ぎ
な
い
」
。

そ
れ
故
観
念
論
は
本
来
、

こ
の
様
な
一
切
を
自
己
意
識
へ
と
還
元
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
に
対
し
、

あ
る
い
は
思
弁
の
本
質
的
な
形
式
性
を
指
摘
し
、
真
な
る
も
の
は
知
の
外
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

り
、
自
我
は
自
我
と
な
る
。

に
よ
る
知
識
学
』
に
よ
れ
ば
、

仁

〔
…
…
〕
観
念

(54) 

ヤ
コ
ー
ビ
は
一
七
九
九
年
一
―
一
月
一
ニ
ー
ニ
十
一
日
の
手
紙
の
中
で
、
知

ヤ
コ
ー
ビ
に
よ
む
窄

い
か
な
る
非
我
も
持
た
ず
、
非
我
は
自
我
を
視
る

a
n
s
e
h
e
n
特

「
能
動
性
に
お
け
る
自
我
が
自
我
を
与
え
、
静
止
に
お
け
る
自
我
、



84 

一
方
か
ら
他
方
を
導
出
し
、
両
者
の
統
一
を
産
み
出
さ
ん
と
す
る
。
従
っ
て
観
念
論
も
唯
物
論
も
「
同

(56) 

「
二
元
論
の
他
に
は
自
我
主
義
の
み
が
存
す
る
」
故
に
、
思
弁
的
唯
物
論
は
最
終
的
に
観
念
論
へ
と
「
浄
化
」

(57) 

そ
の
限
り
で
、
自
我
か
ら
一
切
を
導
出
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
は
「
思
弁
的
理
性
の
真
な
る
メ
シ
ア
」

(58) 

「
純
粋
な
…
·
：
内
在
的
哲
学
、
•
…
•
•
真
な
る
理
性
体
系
は
フ
ィ
ヒ
テ
の
仕
方
で
の
み
可
能
で
あ
る
」
。

自
我
は
「
単
に
学
的
観
点
に
お
い

(58) 

一
切
の
認
識
対
象
の
原
理
で
あ
る
と
共
に
そ
の
解
消
の
媒
介
で
あ
り
、
そ
の
破
壊
と
構
成
の
能
力
で
あ
る
」
。
ヤ
コ
ー
ビ
は
思
弁
哲
学

(59) 

「
自
己
自
身
の
み
を
聞
く

(
v
e
r
n
e
h
m
e
n
)
」
純
粋
理
性
の
哲
学

の
頂
点
と
し
て
、
自
我
を
原
理
と
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
を
認
め
る
が
、

ほ
「
理
性
の
外
な
る
一
切
を
無
に
変
え
茄
〗
と
し
て
、
思
弁
的
思
惟
、
さ
ら
に
は
概
念
的
認
識
一
般
を
否
定
す
る
。

(
6
1
)
 

る
形
態
へ
と
変
え
つ
つ
、
形
態
を
事
柄
に
し
、
事
柄
を
形
態
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
理
解
す
る
」
。
そ
れ
故
概
念
的
理
解
は
対
象
を

(62) 

「
そ
れ
自
体
で
存
立
す
る
も
の
と
し
て
：
．．．． 
否
定
し
」
、
「
単
な
る
図
式
」
へ
と
変
え
る
。
従
っ
て
真
な
る
も
の
は
そ
れ
が
意
識
さ
れ
る
と

(63) 

き
に
は
「
真
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
人
間
の
構
想
の
単
な
る
被
造
物
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
知
は
「
実
在
的
な
無
、
実
在

性
の
艇
」
と
し
て
、
単
な
る
「
遊
齢
]
で
あ
り
、
真
な
る
も
の
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
真
な
る
も
の
は
常
に
人
間
に
と
り
「
理
解

(66)

（

67) 

し
え
ぬ
も
の
」
で
あ
る
。
真
な
る
も
の
ほ
「
知
の
前
に
、
そ
し
て
知
の
外
に
存
し
」
、
理
性
に
ま
づ
価
値
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
真
な

(
6
8
)
 

「
無
の
現
象
」
に
す
ぎ
な
い
。
か
か
る
真
な
る
も
の
を
ャ
コ

る
も
の
へ
の
関
係
な
し
に
は
、
理
性
は
「
自
体
に
お
け
る
亡
霊
」
で
あ
り
、

（
語
）

ー
ビ
は
神
と
考
え
、
神
を
「
真
理
の
原
像

(
U
r
b
i
l
d
d
e
r
 W
a
h
r
h
e
1
t
)
」
と
呼
ぶ
。
善
も
ま
た
神
な
し
に
は
い
か
な
る
意
味
も
有
さ
ず
、

そ
れ
故
道
徳
律
は
「
概
念
に
お
け
る
最
高
の
も
の
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
本
質
で
も
真
な
る
も
の
で
も
な
く
、

(70) 

て
は
不
毛
で
あ
り
、
荒
涼
で
あ
り
、
空
虚
で
あ
る
」
。

て、 さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

じ
目
的
」

に
向
か
う
が
、

か
一
方
の
み
を
真
理
と
み
な
し
、

ヤ
コ
ー
ビ
に
よ
れ
ば
、

人
は
神
か
あ
る
い
は
無
の
い
ず
れ
か
を
選
択
せ
ね
ば
な
ら

「
そ
れ
の
み
に
お
い

「
人
は
事
柄
を
単
な

で
あ
る
。

自
然
的
人
間
に
と
り
、
我
有
り
と
い
う
命
題
と
非
我
有
り
と
い
う
命
題
の
確
信
は
等
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
思
弁
的
哲
学
は
そ
の
い
ず
れ
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弁
は
そ
れ
に
何
も
の
を
も
つ
け
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
7
1
)

（

72) 

ず
、
「
無
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
人
は
自
己
を
神
に
す
る
」
。

(73) 

―
―
一
の
も
の
は
存
在
し
な
い
」
。
ヤ
コ
ー
ビ
に
と
り
、
自
我
を
究
極
的
原
理
と
す
る
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
は
「
無
の
知

(
W
i
s
s
e
n
d
e
s
 
N
i
c
h
t
s
)
」

(74) 

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
「
無
神
論
」
で
あ
り
、
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
ヤ
コ
ー
ビ
は
か
か
る
「
無
の
知
」
と
し
て
の
フ
ィ

(75) 

ヒ
テ
哲
学
に
、
自
己
の
「
無
知
の
哲
学

(
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
d
e
s
 
N
i
c
h
t
 "
 Wi
s
s
e
n
s
)
」
を
対
置
す
る
の
で
あ
る
。

(76) 

『
人
間
の
使
命
』
に
み
ら
れ
る
知
へ
の
言
及
ー
_
|
「
知
は
知
な
る
が
故
に
実
在
で
は
な
い
」
、
「
あ
ら
ゆ
る
知
は
模
像
(
A
b
b
i
l
d
)

に
す

(

7

7

)

(

7

8

)

 

ぎ
な
い
」
、
「
知
は
真
理
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
知
は
そ
れ
自
身
に
お
い
て
空
虚
で
あ
る
故
に
」
ー
|
↑
に
は
ヤ
コ
ー
ビ
の

知
の
概
念
と
の
明
白
な
一
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
手
紙
に
対
す
る
四
月
二
十
二
日
の
返
書
に
、

見
を
全
面
的
に
承
認
す
る
旨
を
記
し
、
当
時
執
筆
途
中
で
あ
っ
た
『
回
想
、
答
え
、
問
い
』
の
草
稿
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
「
断
片
」
を
添
え

る
。
こ
の
「
断
片
」
の
中
で
、

「
こ
の
現
実
的
な
生
か
ら
の
超
出
」
が
思 思

の
み
が
一
切
の

(80) 

で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
思
弁
と
生
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
、
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。

思
惟
に
は
二
つ
の
異
な
る
立
場
、
直
接
的
な
客
観
を
思
惟
す
る
「
自
然
的
な
普
通
の
思
惟
」
の
立
場
と
、
そ
の
自
然
的
な
思
惟
を
思
惟

(79) 

す
る
「
人
為
的
な
思
惟
」
の
立
場
が
存
す
る
。
前
者
が
「
普
通
の
生
」
の
立
場
で
あ
り
、
後
者
が
先
験
哲
学
あ
る
い
は
知
識
学
の
立
場
で
あ

る
。
生
に
妥
当
す
る
客
観
は
単
な
る
思
惟
に
よ
っ
て
は
産
出
さ
れ
え
ず
、
知
識
学
は
内
的
な
あ
る
い
は
外
的
知
覚
に
基
づ
く
も
の
以
外
は

何
も
の
も
実
在
性
と
は
認
め
な
い
。
そ
れ
故
「
普
通
の
実
在
的
な
思
惟
」
即
ち
「
非
哲
学

(
N
i
c
h
t
p
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
r
e
n
)
」

実
在
性
を
有
し
、
哲
学
的
思
惟
は
そ
の
実
在
的
思
惟
の
「
記
述

(
B
e
s
c
h
r
e
i
b
u
n
g
)
」
あ
る
い
は
「
表
現

(
D
a
r
s
t
e
l
l
u
n
g
)
」

(81) 

従
っ
て
「
人
は
純
粋
思
弁
へ
自
己
を
高
め
る
や
い
な
や
、
こ
の
実
在
性
は
必
然
的
に
消
減
す
る
」
。

生
は
生
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、

(
8
2
)
 

「
生
が
目
的
で
あ
り
」
、
思
弁
は
「
生
を
認
識
す
る
手
段
で
あ
る
」
。
人
は
自

己
を
認
識
し
う
る
た
め
に
は
、
自
己
か
ら
「
超
出
(
h
e
r
a
u
s
g
e
h
e
n
)
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

「
神
が
存
在
す
る
か
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
ヤ
コ
ー
ビ
の
意

〔
…
…
〕
さ
も
な
け
れ
ば
自
我
が
神
で
あ
る
か
。
第
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的
な
も
の
」
で
あ
り
、

『
第
一
序
文
』
及
び
『
第
二
序
文
』
に
お
け
る
知
識
学
自
身
の
う
ち
に
存
す
る
二
系
列
に
関
す
る
言
及
と
、

哲
学
者
の
仕
事
は
そ
れ
を
見
、
把
握
し
、

合
目
的
的
な
能
動
性
へ
置
き
か
え
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。

(83) 

弁
で
あ
る
。

『
第
一
序
文
』
と
『
第
二
序
文
』
に
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

識
で
あ
る
。
従
っ
て
思
弁
と
実
在
的
意
識
の
関
係
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
立
場
が
存
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
人
は
自
己
自
身
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
紙

の
部
分
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、

こ
の
「
断
片
」
は
手
紙
に
も
記
さ
れ
て
い
る
様
に
、

ヤ
コ
ー
ビ
と
の
相
違
は
生
や
思
弁
の
概
念
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、

が
そ
の
両
者
を
保
持
せ
ず
、
思
弁
を
一
方
的
に
切
り
捨
て
る
点
に
あ
る
。

(84) 

「
生
の
熱
狂
」
の
疑
い
が
あ
る
。

在
的
思
惟
は
実
在
的
思
惟
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
が
「
論
理
的
熱
狂
」
で
あ
る
な
ら
、

し
う
る
の
み
で
あ
り
、

ヤ
コ
ー
ビ
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
の

ヤ
コ
ー
ビ

ヤ
コ
ー
ビ
に
は

ヤ
コ
ー
ビ
の
手
紙
を
読
む
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
思
弁
は
そ
れ
自
体
で

(
8
5
)
 

は
意
味
も
内
容
も
有
さ
ず
、
実
在
的
思
惟
を
「
模
造

(
n
a
c
h
b
i
l
d
e
n
)
」

哲
学
的
思
惟
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
実

し
か
し
ャ
コ
ー
ビ
と
異
り
、

フ
ィ
ヒ
テ

が
実
在
性
を
帰
す
る
生
は
、
意
識
と
か
か
わ
り
な
く
生
起
す
る
事
象
で
も
、
超
越
的
存
在
で
も
な
く
、
実
在
的
思
惟
あ
る
い
は
実
在
的
意

『
知
識
学
へ
の
第
一
序
文
』
及
び
『
知
識
学
へ
の
第
二
序
文
』
に
示
さ
れ
て
い
る
、

知
識
学
に
お
け
る
観
念
的
系
列
と
実
在
的
系
列
と
の
二
系
列
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
。
実
在
的
生
が
―
つ
の
意
識
で
あ
る
か
ぎ
り
、

自
我
の
外
で
な
く
、
自
我
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
知
性
は
自
己
自
身
を
視
る
z
u
s
e
h
e
n
。
こ
の
自
己
自
身
の
見
照

S
e
h
e
n
は
知
性
に
属
す
る
一
切
の
も
の
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

存
在
と
見
照
と
の
こ
の
直
接
的
結
合
に
知
性
の
本
性
が
属
す
“
]
。
そ
れ
故
知
性
に
は
「
存
在
と
見
照
と
の
、
実
在
的
な
も
の
と
観
念
的

(87) 

な
も
の
と
の
二
重
の
系
列
」
が
存
す
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
こ
の
知
性
に
属
す
る
二
系
列
を
『
第
二
序
文
』
で
は
、
「
観
察
さ
れ
る
自
我
」
と

(88) 

「
哲
学
者
の
観
察
」
の
二
系
列
と
し
て
示
し
、
知
識
学
の
対
象
は
「
自
己
自
身
か
ら
、
自
己
自
身
に
よ
っ
て
認
識
を
産
出
す
る
生
け
る
動

「
断
片
」
に
お
け
る
知
識
学
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い
。
あ
ら
ゆ
る
表
象
は

Ich
d
e
n
k
e

の
意
識
に
伴
わ
れ
て
い
る
。

そ
の

フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
は
、
そ
の
実
在
的
生
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の

反
省
へ
と
も
た
ら
さ
ず
、
．
自
己
の
働
き
を
意
識
し
な
い
。
し
か
し
、

い
か
な
る
思
惟
も
思
惟
の
意
識
な
し
に
は
思
惟
す
る
こ
と
は
で
き
な

と
同
一
視
さ
れ
た
思
弁
と
実
在
的
生
の
関
係
と
の
間
に
、
我
々
は
、
そ
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〔
…
・
：
]
生
は
全
く
本
来
非
哲
学
で
あ
り
、
哲
学
は
全
く
本
来
非
生
で
あ
る
。

「
断
片
」
の
思
弁
と
実

フ
ィ
ヒ
テ
が
ヤ
コ
ー
ビ
の
手
紙
を
読
ん
だ
後
に
新
し
く
つ
け
加
え
た
次
の
文

「
全
理
性
体
系
を
貫
く
、
主
観

lI客
観
の
根
源
的
な
二
重
性
(
D
u
p
l
i
z
i
t
a
t
)

に
基
づ
く
二
重
性
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
最
高
の
段
階
に
あ

〔
…
…
〕
こ
こ
に
は
完
全
な
反
立
が
存
す
る
。
そ
し
て
結

合
点
は
主
観

II客
観
で
あ
る
自
我
の
根
底
に
存
す
る

X
と
同
様
、
彼
に
対
し
て
の
み
二
つ
の
立
場
が
存
す
る
現
実
的
哲
学
者
の
意
識
の
外

(89) 

で
は
不
可
能
で
あ
る
」
。

主
観

lI客
観
の
二
重
性
と
は
自
己
意
識
に
お
け
る
措
定
す
る
自
我
（
主
観
）
と
措
定
さ
れ
る
自
我
（
客
観
）
の
二
重
性
で
あ
り
、
見
る

自
我
と
存
在
す
る
自
我
と
の
二
重
性
で
あ
り
、

ま
た
観
察
す
る
哲
学
者
と
し
て
の
自
我
と
観
察
さ
れ
る
自
我
と
の
二
重
性
で
も
あ
る
。
思

弁
と
実
在
的
生
と
の
対
立
は
、
現
実
的
意
識
が
そ
の
下
で
の
み
可
能
で
あ
る
、
意
識
す
る
も
の
と
意
識
さ
れ
る
も
の
の
対
立
に
根
源
を
有

す
る
。
そ
れ
故
思
弁
と
実
在
的
生
は
、
知
識
学
の
う
ち
に
存
す
る
二
つ
の
系
列
で
あ
り
、

観
的
な
思
弁
で
は
な
い
。
実
在
的
生
に
お
い
て
は
、
人
は
対
象
の
う
ち
に
自
己
を
失
い
、

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
知
識
学
は
生
に
対
立
す
る
主

そ
の
対
象
を
構
成
し
て
い
る
思
惟
そ
の
も
の
を

そ
の
実
在
的
生
に
お
い
て
は
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
自
己
意
識
に
光
を
あ
て
、
自
己
意
識
か
ら
現
実
的
意
識
即

ち
実
在
的
生
を
導
出
せ
ん
と
す
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
知
識
学
は
実
在
的
生
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

「
追
構
成

(
N
a
c
h
l

^
 

o
n
 ,
 

る。

生
は
客
観
的
理
性
存
在
の
総
体
で
あ
り
、
思
弁
は
主
観
的
理
性
存
在
の
総
体
で
あ
る
。

一
者
は
他
者
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。

が
証
明
す
る
。

在
的
生
が
知
識
学
に
属
す
る
二
つ
の
系
列
で
あ
る
こ
と
を
、
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て
存
す
る
の
で
は
な
い
。

い
独
断
論
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
言
う
。

と
呼
び
、

を
超
え
た
絶
対
的
同
一
性
を
前
提
す
る
バ
ル
デ
ィ
リ
‘

シ
ェ
リ
ン
グ
を
批
判
し
、

ヤ
コ
ー
ビ
を
彼
ら
と
同
列
に
置
く
。

一
八

0
0年
十
月

い
て
も
、

(90) 

s
t
r
u
k
t
i
o
n
)
」
で
あ
る
。
知
識
学
は
現
実
を
理
性
の
必
然
的
法
則
に
従
っ
て
再
構
成
す
る
。

「
知
識
学
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
る
自
我
は
普
通
の
意
識
の
う
ち
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
由
な
抽
象
に
よ
っ
て
産
み

の
産
物
で
あ
り
、

(91) 

出
さ
れ
る
」
。
し
か
し
知
識
学
は
「
実
在
的
な
思
惟
の
思
惟
」
と
し
て
、
実
在
的
生
を
内
に
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
『
最
も
新
し
い
哲
学

の
本
質
に
つ
い
て
の
公
衆
へ
の
明
々
白
々
な
報
告
』
(
-
八

0
0年
）
に
お
い
て
は
こ
の
実
在
的
生
と
知
識
学
と
の
関
係
は
「
勢
位

(
P
o
'

t
e
n
z
)
」
の
差
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

思
弁
と
生
の
対
立
は
知
識
学
の
内
に
お
け
る
対
立
で
あ
る
が
、
こ
の
対
立
の
自
覚
が
、

け
る
信
仰
の
立
場
に
立
た
せ
、

一
時
フ
ィ
ヒ
テ
を
し
て
『
人
間
の
使
命
』
に
お

さ
ら
に
は
自
我
の
根
底
に
存
す
る

X
即
ち
絶
対
者
へ
と
向
か
わ
せ
る
。
し
か
し
ヤ
コ
ー
ビ
と
異
り
、

ヒ
テ
は
自
我
の
外
に
絶
対
者
を
求
め
ず
、
自
我
の
根
底
に
絶
対
者
を
求
め
る
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
絶
対
者
を
問
題
と
し
た
後
期
に
お

フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
が
自
我
の
外
へ
超
え
出
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
前
期
後
期
を
通
し
て
、
自
我
が
フ
ィ
ヒ
テ
哲

学
の
立
脚
点
で
あ
っ
た
と
言
い
え
よ
う
。
そ
れ
故
に
フ
ィ
ヒ
テ
は
『
人
間
の
使
命
』
以
降
、
再
び
自
己
意
識
の
立
場
に
戻
り
、
自
己
意
識

初
め
頃
に
書
か
れ
た
『
バ
ル
デ
ィ
リ
の
第
一
論
理
学
入
門
の
批
評
』
の
冒
頭
で
、

「
ヤ
コ
ー
ビ
の
純
粋
な
客
観
的
存
在
、

フ
ィ
ヒ
テ
ほ
ヤ
コ
ー
ビ
の
立
場
を
「
頑
迷
な
独
断
論
」

(92) 

し
か
も
神
的
存
在
が
バ
ル
デ
ィ
リ
の
う
ち
に
見
出
せ
る
」
と
指
摘
す
る
。
自
己
意
識
を

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、

超

え

た

純

粋

思

惟

を

意

識

の

根

拠

と

す

る

バ

ル

デ

ィ

リ

は

、

そ

の

純

粋

思

惟

を

表

象

す

る

思

惟

の

働

き

を

捨

象

し

(93)

（

94) 

（
「
バ
ル
デ
ィ
リ
氏
は
表
象
す
る
も
の
を
避
け
る
」
）
、
「
自
由
な
反
省
に
よ
っ
て
初
め
て
彼
の
思
惟
が
彼
の
客
観
と
な
る
」
こ
と
を
知
ら
な

「
人
は
純
粋
思
惟
に
よ
っ
て
一
切
の
意
識
の
根
拠
に
は
到
ら
な
い
。
純
粋
思
惟
は
自
我
を
超
え

[
…
…
〕
思
惟
・
直
観
・
意
志
等
は
自
我
の
亜
種
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
は
端
的
に
措
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
点
に
お
い
て
、

フ
ィ

知
識
学
は
反
省
と
抽
象
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シ
ェ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、

J

の
観
念
論
の
実
質
的
証
明
の
た
め
に
は
、

(
9
5
)
 

自
我
か
ら
導
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

「
主
観
的
な
（
直
観
す
る
）
能
動
性
は
捨
象
さ
れ
」
ね
ば
な
ら

シ
ェ
リ
ン
グ
ほ
十
一
月

い
か
な
る
思
惟
も
直
観
も
ま
た
お
そ
ら
く
ほ
信
仰
も
自
我
の
働
き
で
あ
り
、
「
主

II客
者
」
と
し

(96) 

て
の
自
我
は
捨
象
さ
れ
え
な
い
。
自
己
意
識
を
超
え
た
バ
ル
デ
ィ
リ
の
純
粋
思
惟
は
フ
ィ
ヒ
テ
に
は
「
単
な
る
抽
象
」
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
。
こ
の
様
な
バ
ル
デ
ィ
リ
批
判
は
フ
ィ
ヒ
テ
が
再
び
自
己
意
識
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
は
一
八

0
0年
の
『
先
験
的
観
念
論
の
体
系
』
に
お
い
て
、
先
験
哲
学
の
理
論
的
部
門
に
自
己
意
識
成
立
の
前
史
と
し
て

自
然
哲
学
を
置
き
、
自
己
意
識
と
し
て
の
自
我
を
実
践
哲
学
の
原
理
と
考
え
る
。

的
観
念
論
は
、

シ
ェ
リ
ン
グ
に
と
り
、
自
己
意
識
を
原
理
と
す
る
先
験

(97) 

そ
れ
自
体
で
は
「
理
論
的
明
証
性
」
を
持
た
ず
、
自
然
哲
学
に
よ
っ
て
そ
の
「
理
論
的
基
礎
」
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
シ
ェ
リ
ン
グ
に
対
し
、

「
私
は
先
験
哲
学
と
自
然
哲
学
の
対
立
に
つ
い
て
は
貴
方
と
ま
だ
一
致
し
て
い
な
い
。
総
て
は
観
念
的
能
動
性
と
実
在
的
能
動
性
と
の

混
同
に
基
づ
く
よ
う
に
思
え
る
。

〔
…
…
〕
事
柄
が
意
識
に
つ
け
加
わ
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
意
識
が
事
柄
に
つ
け
加
わ
る
の
で
も
な
い
。

(98) 

両
者
は
観
念

lI実
在
、
実
在
1
1
観
念
で
あ
る
自
我
に
お
い
て
直
接
に
結
合
さ
れ
て
い
る
」
。

十
九
日
の
手
紙
で
反
論
す
る
。

「
知
識
学
は
全
く
単
に
論
理
的
に
ふ
る
ま
っ
て
お
り
、
全
く
実
在
性
と
は
関
っ
て
い
な
い
。
知
識
学
は
私
が
理
解
す
る
か
ぎ
り
、
観
念

論
の
形
式
的
な
証
明
で
あ
り
、
そ
れ
故
純
粋
な
学
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
私
が
哲
学
と
呼
ぽ
う
と
す
る
も
の
は
、
観
念
論
の
実
質
的
証
明

(
9
9
)
 

で
あ
る
」
。

曰

フ
ィ
ヒ
テ
は
一
八

0
0年
十
一
月
十
五
日
の
手
紙
で
次
の
様
に
言
う
。

「
実
在
1
1
観
念
」
と
し
て
の
自
我

こ
の
手
紙
に
対
し
、
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て
い
る
の
で
あ
る
。

『
人
問
の
使
命
』
の
知
の
立
場
は
、

「
い
か
な
る
物
自
体
も
存
在
し
な
い
と
い
う
知
識
学
の
命
題
は
〔
…
・
:
〕
決
し
て
消
極
的
な
命
題
で
は
な
く
、
無
限
な
命
題
で
あ
る
。

こ
の
命
題
は
そ
こ
で
我
々
の
認
識
は
全
く
終
り
、
我
々
は
明
ら
か
な
矛
盾
な
し
に
我
々
の
思
惟
に
よ
っ
て
あ
の
限
界
を
積
極
的
に
も
、
否

定
的
に
も
、
独
断
的
に
も
ま
た
懐
疑
的
に
も
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
」

(101) 

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、
物
自
体
が
存
在
し
な
い
と
い
う
命
題
は
「
考
え
方
の
逆
転
」
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
り
、
意
識
は
非
我
の
模
像
で
は

な
く
、

む
し
ろ
非
我
が
意
識
の
模
像
で
あ
る
と
い
う
積
極
的
な
意
味
を
有
す
る
。
意
識
の
外
に
実
在
性
を
求
め
る
か
ぎ
り
、
意
識
は
外
界

の
単
な
る
受
動
的
な
模
像
と
し
て
そ
の
自
由
を
失
う
か
、
あ
る
い
は
意
識
の
自
発
性
、
固
有
の
法
則
性
を
認
め
る
場
合
は
、
対
象
は
意
識

の
法
則
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
故
に
、
物
自
体
を
残
し
、
対
象
は
実
在
性
を
有
さ
ぬ
思
惟
物
と
な
り
、
意
識
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
直
面
す
る
。

『
知
識
学
へ
の
第
一
序
文
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
、

遵

ぎ
、
そ
の
遂
行
を
意
図
す
る
ヵ
そ
の
結
果
フ
ィ
ヒ
テ
は
物
自
体
を
否
定
す
る
に
到
る
。

(103) 

な
い
「
反
立
さ
れ
た
力
」
と
し
て
非
我
を
残
す
が
、

の
手
紙
に
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

一
七
九
四
年
の
知
識
学
は
そ
れ
以
上
説
明
し
え

ず
、
主
観
的
意
識
の
捨
象
に
よ
っ
て
の
み
自
然
は
そ
の
客
観
性
に
お
い
て
演
繹
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
通
の
手
紙
に
両
者
の
実
在

性
の
概
念
の
相
違
が
明
白
に
示
さ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
「
実
在
1
1
観
念
」
と
は
、

し
て
は
実
在
た
り
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
故
実
在
性
は
意
識
と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

意
識
の
外
な
る
自
然
自
体
に
実
在
性
を
帰
す
る
。

シ
ェ
リ
ン
グ
は

フ
ィ
ヒ
テ
は

L
i
t
e
r
a
t
u
r
,
N
 e
i
t
u
n
g

の
編
集
者
メ
ー
メ
ル
に
宛
て
た
十
一
月
二
十
二
日

「
実
在
1
1
観
念
」
と
し
て
の
自
我
の
う
ち
に
原
像
を
求
め
え
な
い
知
が
陥
る
必
然
的
な
運
命
を
示
し

フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
は
カ
ン
ト
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
の
精
神
を
受
け
つ

『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』
で
は
、
上
述
し
た
ご
と
く
、
非
我
は
自
我
の
偶
有

い
か
な
る
実
在
も
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く



91 

性
と
み
な
さ
れ
、

さ
ら
に
、
バ
ル
デ
ィ
リ
の
書
評
を
書
き
終
え
て
す
ぐ
着
手
さ
れ
た
が
、
十
二
月
に
中
断
さ
れ
、
草
稿
の
ま
ま
に
終
っ
た

(104) 

『
知
識
学
の
新
し
い
改
訂
』
で
は
、
直
観
の
対
象
は
先
験
哲
学
者
に
と
り
「
思
惟
の
自
由
を
記
述
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
と
言
わ
れ
る
。

(105) 

ラ
ウ
ト
の
示
す
様
に
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、
自
然
は
思
惟
さ
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
存
在
し
、
そ
の
か
ぎ
り
知
性
の
所
産
で
あ
る
。

(106) 

自
然
は
あ
ぐ
ま
で
も
知
性
の
内
在
的
な
法
則
に
従
っ
て
「
見
出
さ
れ
た
」
も
の
と
し
て
の
み
現
れ
る
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
意
識
を

脱
勢
位
d
e
p
o
t
e
n
z
i
e
r
e
n
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
即
ち
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
に
達
し
う
る
と
考
え
る
が
、
意
識
へ
の
関
係
に

お
い
て
の
み
自
然
が
存
し
う
る
と
考
え
る
フ
ィ
ヒ
テ
に
は
、
意
識
の
捨
象
は
無
し
か
残
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。

(107) 

の
反
論
と
み
な
さ
れ
て
い
る
、

報
告
』
で
も
、

一
八

0
0年
十
二
月
後
半
に
書
か
れ
た
『
最
も
新
し
い
哲
学
の
本
質
に
つ
い
て
の
公
衆
へ
の
明
々
白
々
な

フ
ィ
ヒ
テ
は
意
識
を
さ
ら
に

d
e
p
o
t
e
n
z
i
e
r
e
n

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

即
ち
、
意
識
へ
の
関
係
な
し
に
は
い
か
な
る
実
在
性
も
措
定
さ
れ
え
ず
、

(108) 

我
々
に
対
し
て
現
れ
、
物
と
物
の
意
識
を
分
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
故
我
々
に
と
り
「
意
識
の
諸
規
定
以
外
に
は
何
も
の
も
全
く
存

(109) 

し
え
ず
」
、
物
は
意
識
の
規
定
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、

我
の
自
己
の
忘
却
」
の
状
態
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
状
態
は
意
識
、

「
第
一
の
勢
位
」
の
領
域
は
、

見
さ
れ
る
も
の
」

シ
ェ
リ
ン
グ
の
自
然
哲
学
へ

実
在
的
生
の
立
場
で
思
惟
さ
れ
る
実
在
性
と
は

(110) 

ま
た
は
生
の
「
根
本
規
定

(
G
r
u
n
d
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g
)
」
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ

(11)

（

112) 

「
意
識
の
根
本
規
定
」
の
状
態
を
意
識
の
「
第
一
の
勢
位
」
あ
る
い
は
「
最
下
位
の
勢
位
」
と
呼
ぶ
。

「
外
官
に
よ
っ
て
空
間
の
う
ち
に
知
覚
さ
れ
る
も
の
」
及
び
「
内
官
に
よ
っ
て
我
々
の
心
性
の
う
ち
に
発

(113) 

一
切
か
ら
成
り
よ
り
高
い
意
識
、
即
ち
自
己
を
知
る
も
の
と
し
て
自
覚
し
た
意
識
か
ら
見
れ
ば
、
物
と
呼
ば
れ
る
が
、

(114) 

「
自
体
に
お
け
る
物
の
領
域
」
で
は
な
い
。
こ
の
「
意
識
の
根
本
規
定
」
の
領
域
が
、

「
経
験
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、
人
は
こ
の
領
域
か
ら
さ
ら
に
「
下
降

(
h
e
r
a
b
s
t
e
i
g
e
n
)
」
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
領
域
の
下
に
は

テ
は
シ
ェ
リ
ン
グ
を
念
頭
に
置
き
、

人
が
「
実
在
性
」
、

「
意
識
の
事
実
」

あ
る
い
は 「我

「
物
は
物
の
意
識
に
よ
っ
て
、
物
の
意
識
と
共
に
同
時
に
」
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て、 可
能
に
す
る
自
己
意
識
の
立
場
を
捨
て
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

(115) 

「
非
存
在
の
領
域
」
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
故
フ
ィ
ヒ
テ
は
言
う
。

「
普
通
の
意
識
の
立
場
で
思
惟
さ
れ
る
全
世
界
は
、
ま
さ
に

暗
黙
の
う
ち
に
前
提
さ
れ
た
意
識
の
根
本
規
定
一
般
の
体
系
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」

し
に
は
い
か
な
る
も
の
も
実
在
的
た
り
え
な
い
。
観
念
性
と
実
在
性
は
自
我
に
お
い
て
分
た
れ
る
こ
と
な
く
結
び
つ
き
、

草
稿
『
知
識
学
の
新
し
い
改
訂
』
は
ア
カ
デ
ミ
ー
版
フ
ィ
ヒ
テ
全
集
の
編
者
に
よ
れ
ば
、

『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』
の
完
成
を

洒

意
図
し
て
着
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
方
向
は
『
新
し
い
方
法
に
よ
る
知
識
学
』
を
受
け
継
い
で
い
る
カ
シ
ェ
リ
ン
グ

の
知
識
学
か
ら
の
離
反
を
背
景
に
し
て
、
全
体
を
通
し
て
、
実
在
的
能
動
性
と
観
念
的
能
動
性
の
関
係
が
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
草
稿
に
み
ら
れ
る
観
念
的
能
動
性
と
実
在
的
能
動
性
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
故
に
フ
ィ
ヒ
テ
が
一
切
の
実
在
を
含
み
、

上
述
し
た
ご
と
く
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、

〔
…
…
〕
観
念
性
は
そ
れ
が
何
か
へ
固
定

観
念
的
で
あ
る
こ
と
な

一
方
は
他
方
な

一
切
の
実
在
性
は
思
惟
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
思
惟
ほ
常
に
思
惟
の
意
識
を
伴
な
い
、
思
惟

の
意
識
即
ち
自
己
意
識
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
思
惟
さ
れ
た
も
の
の
意
識
は
自
己
意
識
に
制
約
さ
れ
、
自
己
意
識
の
客
観
で

フ
ィ
ヒ
テ
ほ
思
惟
を
、

あ
る
。
思
惟
は
総
て
特
定
の
対
象
を
有
す
る
故
に
、
一
切
の
可
能
的
意
識
か
ら
特
定
の
領
域
へ
と
自
己
を
限
定
す

(118)

（

119)

（

120) 

る
能
動
性
と
み
な
し
、
「
自
己
限
定
」
の
能
動
性
に
実
在
性
を
帰
し
、
こ
れ
を
「
実
在
的
能
動
性
」
あ
る
い
は
「
実
在
的
自
己
」
と
呼
ぶ
。

(119) 

こ
れ
に
対
し
、
自
己
意
識
は
実
在
的
能
動
性
を
視
る

z
u
s
e
h
e
n

「
観
念
的
能
動
性
」
と
呼
ば
れ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
実
在
性
と
観
念
性
の
関
係
を
、
自
我
に
属
す
る
二
つ
の
能
動
性
の
関
係
と
し
て
考
察
し
、
次
の
様
に
言
う
。

「
い
か
な
る
観
念
性
も
実
在
性
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
逆
も
同
様
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
観
念
性
と
な
り
、
直
観
と
な
り
、
意
識
と
な
る
。
こ
の
観
念
性
が
そ
こ
へ
と
ま
さ
に
固
定
さ
れ
て
い

し
に
は
い
か
な
る
意
味
も
有
さ
な
い
。

『
知
識
学
の
新
し
い
改
訂
』
に
お
い

フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、
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る
け
れ
ど

な
も
の
は
自
己
造
映

(
e
i
n
s
i
c
h
 
b
i
l
d
e
n
)

で
あ
る
。
造
映
す
る
も
の

(
d
a
s
B
i
l
d
e
n
d
e
)

は
主
観
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
、
造
映
さ
れ

た
も
の

(
d
a
s
g
e
b
i
l
d
e
t
e
)

は
客
観
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
う
る
。
後
者
は
直
観
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

(121) 

に
客
観
的
な
も
の
と
な
る
」
。

自
己
意
識
は
そ
の
対
象
を
有
す
る
こ
と
な
し
に
は
、

も
ま
た
、
自
我
の
自
己
直
観
に
も
と
づ
く
自
己
客
観
化
に
よ
っ
て
客
観
と
し
て
成
立
す
る
。
実
在
的
生
の
立
場
か
ら
存
在
と
み
な
さ
れ
る

領
域
は
、
知
識
学
の
立
場
に
お
い
て
は
、
こ
の
実
在
的
自
己
の
、
実
在
的
能
動
性
の
領
域
で
あ
り
、
自
己
意
識
の
必
然
的
な
対
象
で
あ
る
。

自
己
意
識
な
く
し
て
存
在
も
な
く
、
存
在
な
く
し
て
ま
た
自
己
意
識
も
成
立
し
な
い
。
両
者
は
自
我
の
自
己
直
観
、
即
ち
直
接
的
自
己
意

(122) 

識
に
基
づ
く
。
そ
れ
故
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、
直
接
的
自
己
意
識
は
「
す
べ
て
の
他
の
意
識
の
制
約
」
で
あ
り
、
「
そ
の
う
ち
に
す
べ
て
の

(123) 

他
の
意
識
が
包
括
さ
れ
て
い
る
最
高
の
絶
対
的
意
識
」
で
あ
る
。
こ
の
匝
接
的
自
己
意
識
は
「
知
的
直
観
」
と
も
呼
は
れ
る
。
知
的
直
観

に
お
い
て
は
、
直
観
す
る
も
の
と
直
観
さ
れ
る
も
の
、
主
観
と
客
観
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

(124)

（
溢
）

一
性
と
し
て
の
知
的
直
観
は
再
び
客
観
化
さ
れ
え
ず
、
「
意
識
へ
は
高
め
ら
れ
え
な
し
」
。
知
的
直
観
を
そ
の
同
一
性
に
お
い
て
捉
え
ん
と

(126) 

す
る
と
き
、
そ
れ
は
「
よ
り
高
い
領
域
へ
と
去
り
行
く
」
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
言
う
。
「
人
は
こ
の
様
な
意
識
が
前
提
さ
れ
う
る
こ
と
を
知
り
う

(127) 

そ
れ
は
永
遠
に
最
高
の
領
域
へ
と
我
々
か
ら
逃
げ
去
っ
て
ゆ
く
」
。

、o
＞ヽ

そ
れ
に
決
し
て
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

る
も
の
が
ま
さ
に
実
在
性
で
あ
り
、
実
在
性
は
一
般
に
こ
れ
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

わ
な
け
れ
ば
い
か
な
る
意
識
に
対
し
て
も
存
在
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
実
的
意

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
同

〔
…
…
〕
こ
の
観
念
的
自
己
意
識
は
従
っ
て
必
然
的
に
、
そ
れ
が

措
定
さ
れ
る
や
、
直
接
的
に
実
在
的
な
も
の
に
向
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
実
在
的
な
も
の
は
同
様
に
自
己
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
え
な

〔
…
…
〕
単
に
観
念
的
な
も
の
は
直
観
に
お
い
て
同
様
に
二
重
の
も
の
と
し
て
、
主
観

II客
観
と
し
て
現
れ
る
。

〔
…
…
〕
観
念
的

〔
…
…
〕
あ
る
実
在
的

そ
れ
故
実
在
的
自
己
に
向
か
う
こ
と
な
し
に
は
、
意
識
た
り
え
ず
、
実
在
的
自
己

〔
…
…
〕
あ
の
実
在
性
は
観
念
性
が
そ
れ
に
向
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(128) 

識
に
お
い
て
知
的
直
観
は
「
永
遠
に
不
変
な
る
主
観
的
意
識
」
と
し
て
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
表
象
に
伴
う
I
c
h
d
e
n
k
e
の
意
識
と
し
て
、
自

己
を
視
、
造
映
す
る
観
念
的
自
己
意
識
と
し
て
現
れ
る
。
観
念
的
自
己
意
識
は
「
精
神
的
な
造
映
(
e
i
n
g
e
i
s
t
i
g
e
s
 
B
i
l
d
e
n
)

で
あ
り
、

(129) 

像
へ
の
自
己
形
成

(
e
i
n
s
i
c
h
 
z
u
m
 B
i
l
d
e
 b
i
l
d
e
n
)

で
あ
り
、
自
己
自
身
を
映
す
鏡
、
目
で
あ
る
」
。
そ
の
か
ぎ
り
観
念
的
自
己
意
識

(130) 

は
そ
の
対
象
で
あ
る
実
在
的
自
己
と
「
共
に
進
む
」
。

「
自
己
造
成

(
s
i
c
h
m
a
c
h
e
n
)
」、

(132) 

し
か
も
「
対
立
す
る
二
重
性
」
の
う
ち
に
存
す
る
。

(133) 

の
根
源
的
法
則
」
で
あ
り
、

「
二
重
性
」
の
う
ち
に
、

現
実
的
自
己
意
識
は
常
に
実
在
的
自
己
を

l

フ
ィ
ヒ
テ
は
こ
の
実
在
的
自
己
を

(131) 

「
自
己
自
身
の
創
造
」
と
性
格
づ
け
る
i

前
提
し
、
実
在
的
自
己
と
の

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
現
実
的
自
己
意
識
に
お
け
る
こ
の
二
重
性
は
「
有
限
な
知
性

(134) 

「
我
々
の
有
限
性
の
結
果
」
で
あ
る
。

知
性
は
単
に
観
念
的
な
主
観
で
も
な
く
、
ま
た
実
在
的
な
客
観
で
も
な
い
。
そ
れ
は
「
両
者
の
統
一
」
で
あ
り
、
「
主
観

II客
観
、
客

(135)

（

136) 

観
1
1
主
観
」
で
あ
る
。
「
両
者
は
等
し
く
絶
対
的
で
あ
り
、
両
者
は
そ
の
分
た
れ
ざ
る
結
合
に
お
い
て
知
性
を
形
成
す
る
」
。
知
性
に
お
い

(137) 

て
観
念
性
と
実
在
性
は
「
互
い
に
一
方
が
他
方
を
通
し
て
限
定
さ
れ
て
お
り

(
d
u
r
c
h
e
i
n
a
n
d
e
r
b
e
s
t
i
m
m
t
)
」
、
観
念
性
は
「
実
在
性
の

(138) 

認
識
根
拠
」
即
ち
、
実
在
的
自
己
の
可
視
性
で
あ
り
、
実
在
性
は
「
観
念
性
に
お
け
る
或
る
も
の
の
存
在
根
拠
」
、
即
ち
、
自
己
意
識
の
内

容
の
存
在
根
拠
で
あ
る
。
し
か
し
自
己
意
識
が
自
己
自
身
の
像
で
あ
る
か
ぎ
り
、
自
己
意
識
は
実
在
的
自
己
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

ヤ
ン

ケ
の
言
を
借
り
れ
ば
、
実
在
的
自
己
は
「
像
の
可
視
的
存
在
に
お
け
る
不
可
視
的
な
る
も
の

(
d
a
s
N
i
c
h
t
 ,
 
S
i
c
h
t
b
a
r
e
 i
m
 Si
c
h
t
b
a
r
s
e
i
n
 

(139)

（

140) 

d
e
s
 
B
i
l
d
e
s
)
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
自
己
意
識
に
と
り
「
即
自

(
A
n
s
i
c
h
)
」
は
ど
こ
ま
で
も
X
と
し
て
思
惟
し
え
ぬ
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
即
自
」
の
う
ち
に
両
者
は
一
な
る
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
う
る
。
自
己
意
識
に
お
い
て
知
的
直
観
の
絶
対
的
同
一
性
は
対
自
化
さ
れ
え

(141) 

な
い
。
ヤ
ン
ケ
の
指
摘
す
る
様
に
、
知
識
学
の
反
省
が
「
主
観
と
客
観
の
同
一
性
の
対
自
化
」
で
あ
る
か
ぎ
り
、
知
識
学
は
自
己
意
識
を

さ
ら
に
潮
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
己
意
識
に
と
り
、
主
観
と
客
観
の
二
重
性
は
自
己
意
識
そ
の
も
の
の
成
立
す
る
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
以
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こ
と
が
で
き
よ
う
。

上
説
明
し
え
な
い
根
源
的
事
実
で
あ
る
。
自
己
意
識
は
そ
の
二
重
性
の
生
成
を
説
明
し
え
な
い
。
こ
の
自
己
意
識
の
限
界
が
フ
ィ
ヒ
テ
を

『
知
識
学
の
新
し
い
改
訂
』
で
は
、
自
己
意
識
は
「
基
礎
に
存
す
る
或
る
も
の
の
反
映

(
R
e
f
l
e
x
)
」
で
あ
り
、
「
反
映
と
し
て
二
重
の

(142) 

も
の
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
自
己
意
識
は
究
極
的
に
自
我
の
自
由
の
、
絶
対
性
の
自
覚
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
的
意
識
は
自
己
を
限
定

(143) 

す
る
こ
と
を
介
し
て
の
み
自
己
を
意
識
し
う
る
。
現
実
的
自
己
意
識
の
こ
の
根
源
的
な
限
定
性
の
故
に
、
自
由
の
意
識
は
「
努
力
」
の
意

識
と
し
て
の
み
現
れ
る
。
「
努
力
」
に
お
け
る
自
由
の
意
識
は
自
我
の
根
底
に
存
す
る
絶
対
的
な
も
の
の
反
映
で
あ
る
。
自
己
意
識
を
「
反

(144) 

映
」
と
捉
え
る
『
知
識
学
の
新
し
い
改
訂
』
は
、
絶
対
的
存
在
が
自
己
意
識
の
根
底
に
存
す
る
こ
と
を
賠
示
し
、
絶
対
的
存
在
か
ら
自
己

意
識
を
基
礎
づ
け
る
後
期
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
へ
の
展
開
の
必
然
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
知
識
学
の
改
訂
』
に
お
け
る
自
己
意

一
八

0
0年
十
二
月
二
十
七
日
の
シ
ェ
リ
ン
グ
ヘ
の
手
紙
の
中
で
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
知
識
学
の
原
理
の
拡
大
に
よ
る
「
英
知
的
世
界
の
先

(145) 

験
的
体
系
」
を
著
す
こ
と
が
自
分
の
次
の
仕
事
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
は
一
八

0
一
年
こ
の
知
識
学
の
原
理
の
拡
大
を
知
の

(146) 

「
自
己
否
定
」
を
介
し
て
行
い
、
知
の
根
拠
と
し
て
絶
対
的
存
在
を
置
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

識
と
「
即
自
」
の
関
係
は
絶
対
知
と
絶
対
者
の
関
係
へ
と
移
さ
れ
る
。
絶
対
知
は
意
識
の
自
己
還
帰
の
さ
ら
な
る
遂
行
で
あ
り
、
意
識
は

(147)

（

148) 

「
知
の
知
」
あ
る
い
は
「
対
自
の
対
自
」
と
し
て
の
絶
対
知
に
お
い
て
、
そ
の
根
拠
と
限
界
を
知
る
の
で
あ
る
。
自
己
意
識
か
ら
絶
対
知
、

さ
ら
に
は
絶
対
者
へ
の
移
行
は
、
意
識
あ
る
い
は
知
の
根
拠
を
求
め
る
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
り
、
内
的
必
然
性
を
も
っ
た
移
行
で
あ
る
と
言
う

絶
対
知
へ
と
移
行
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
。
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